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１．はじめに

近年，道路橋鋼床版では，疲労き裂が発生するなど

の損傷が生じている．そこで，本研究では，普通セメ

ントに硬化促進成分と収縮低減成分(以下，低収縮型早

強性混和材とする)を所定量添加させた SFRC 材を鋼床

版舗装の基層材および補強材として用いる「接着剤塗

布型 SFRC 舗装(以下，SFRC 舗装とする)」を提案する．

供試体は，鋼床版デッキプレート上面に接着剤を塗布

し，本提案する SFRC 材を打ち込む．本研究では，輪

過重走行疲労実験を実施し，等価走行回数から耐疲労

性の評価，舗装前の鋼床版のデッキプレートおよび U

リブのたわみ・ひずみとの比較から応力低減効果を検

証する．本提案する SFRC を鋼床版舗装の基層材とし

て用いることで，従来の超速硬セメントを必要としな

い一般国道および地方公共単体が管理する鋼床版の維

持管理の一助としたい．

２．使用材料および材料特性値

(1)鋼床版およびSFRC舗装材 鋼床版の鋼材には

SS400 を用いる．なお，鋼材の材料特性値はミルシー

トより，降伏強度が 341N/mm
2
，引張強度が 462N/mm

2
，

ヤング係数は 200kN/mm
2
である．また，普通セメント

に低収縮型早強性混和材および鋼繊維を添加した SFRC

の配合条件は，材齢 36 時間で 30N/mm
2
とした．圧縮

強度は材齢 36 時間で 36.8N/mm
2
，材齢 4 日で 60.1N/mm

2

である．

(2)防錆剤および接着剤 実施工においては，既設

の舗装を撤去した後の研掃から数日後に SFRC を打ち

込んでいるいるが，この間のデッキプレート表面での

錆の発生が避けられない．そこで，本供試体には高耐

久型エポキシ樹脂接着剤（以下，接着剤とする）との

付着性が良い高耐久型・耐水耐熱性エポキシ樹脂プラ

イマーを用いる．鋼床版に塗布し，高耐久型エポキシ

樹脂接着剤を塗布した後の引張せん断強さは 10N/mm
2

である．次に，鋼床版デッキプレート表面を防錆剤を

平均 0.3kg/m
2
で塗布した後に，接着剤の付着強度は冬

期で 2.37N/mm
2
確保されている．

３．供試体寸法

鋼床版の概略寸法を図－1に示す．デッキプレートは

幅 1,765mm，全長 2,500mm，厚さ 12mm を用いる．ま

た，U リブは幅 318mm，高さ 250mm，厚さ 8mm を用

いる．主げたは I 形断面とし，主げた間隔を 1,465mm

とする．U リブは主げた G1 から 206mm の位置，また G2

げたから 301mm の位置に接合する．

４．輪荷重走行疲労試験の概要および実験方法

図－1 供試体寸法および測定点

(1)実験方法 輪荷重走行試験は，供試体の端部の横

リブから 400mm の位置を起点に 1,500mm 走行し，元

の位置まで折り返す 1 往復を走行する．

(2) 等価走行回数の算定 鋼床版のみの輪荷重走行

による等価走行回数 Neq は，マイナー則に従うと仮定

すると式(1)として与えられる．鋼床版の等価走行回数

Neq の算定には，鋼床版の S-N 曲線の傾きの逆数の絶対

値 m ＝ 3.0 を適用する
1)
．次に，SFRC 舗装における等

価走行回数 Neq の算定には水越ら
2)
が提案する S-N 曲線

式より，マイナー則に従うと仮定すると式(2)として与

えられる．

n n

Neq.m = Σ (Pi/P)
m

×ni (1) , Neq.s = Σ [10(Si-S0)/(1/m)]×ni (2)
i=1 i=1

ここで， Neq.m：鋼床版の等価走行回数（回），Neq.s：

SFRC の等価走行回数（回）Pi：載荷荷重（kN），P：基

準荷重（鋼床版：50kN），ni：実験走行回数（回)，m：S-N

曲線の傾きの逆数の絶対値（＝ 3.0），P：基準荷重

（72kN），Si：応力比（Si=1/3×(Pi/P)），S0:上限応力比，ni

：実験走行回数（回），m：S-N 曲線の傾きの逆数の絶

対値（＝ 10.3）

５．結果および考察

(1) 等価走行回数 無舗装の鋼床版の疲労実験は，

荷重 50kN で 40,000 回の走行を行った．基準荷重 50kN

とし，S-N 曲線の傾きの逆数の絶対値は m ＝ 3.0 を適

用した場合の等価走行回数は 40,000 回走行である．次

に，鋼床版単体での疲労実験後に本提案する普通セメ

ントを配合した SFRC を用いた場合の等価走行回数は

146.287×106 回である．よって，SFRC 舗装前後での等
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(1)計測点A-DD1 (1)計測点A-SD

(2)計測点A-DD2 (2)計測点A-SU

図－2 たわみと等価走行回数の関係 図－3 ひずみと等価走行回数の関係
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価走行回数の比較により，本提案する舗装法は耐疲労

性が十分に確保されている．

(2) たわみと等価走行回数の関係 たわみと等価

走行回数の関係の関係を図－2に示す．なお，たわみの

計測位置は図－1に併記した。計測点 A-DD1 のたわみ

と等価走行回数の関係は，荷重 50kN 載荷時の鋼床版の

初期たわみが 0.90mm であり，等価走行回数が 40,000

回終了後のたわみは 0.98mm であり，荷重除荷時の残留

たわみは 0.04mm である．この残留たわみ 0.04mm を

SFRC 舗装後におけるたわみの初期値とする．SFRC 舗

装後の荷重 50kN 載荷時のたわみは 0.58mm であり，等

価走行回数 3,544 回走行後のたわみは 0.63mm である．

荷重 150kN で等価走行回数 146.287×10
6
回後のたわみ

は 1.52mm である．鋼床版に 100kN 載荷し，1 走行した

後のたわみの最大たわみ値 1.80mm の 84%である．

次に、計測点 A-DD2 のたわみと等価走行回数の関係

は，50kN 載荷時のたわみが 0.65mm であり，等価走行

回数が 40,000 回後のたわみが 0.52mm である．残留た

わみは 0.01mm であり，この残留たわみを初期値とし，

SFRC 舗装後の荷重 50kN 載荷のたわみは 0.07mm であ

る．その後，荷重増加と走行を繰り返すことによりた

わみが全体変形へと移行し，徐々に増している．荷重

150kN で等価走行回数 146.287×106 回後のたわみは

0.42mm である．また，鋼床版の荷重 100kN で 1 走行し

たたわみに比して SFRC 舗装後の荷重 150kN で 20,000

回走行後の最大たわみ 0.42mm と，SFRC 舗装すること

で大幅に抑制されている．

(3) ひずみと等価走行回数の関係 ひずみと等価走

行回数の関係の関係を図－3，計測位置を図－1に併記

した．荷重 50kN 載荷時の初期ひずみが-744×10
-6
であ

り，40,000 回走行後のひずみは-591×10
-6
であり，荷重

除荷時の残留ひずみは-8×10
-6
であり SFRC 舗装におけ

るひずみの初期値とする．SFRC 舗装後の荷重 50kN 載

荷時の初期ひずみは 72×10-6 であり，3,544 回走行後の

ひずみは 39×10
-6
であり，荷重 150kN で 20,000 回走行

後，すなわち等価走行回数 146.287×10
6
回走行時のひず

みは 7×10-6 である．接着剤塗布型 SFRC 舗装を施すこ

とによりひずみは圧縮領域側に増加することが確認さ

れた．

次に，荷重 50kN 載荷時の初期ひずみが-221×10
-6
で

あり，等価走行回数 40,000 回後のひずみは-610×10
-6
で

ある．荷重除荷時の残留ひずみは-5×10-6 であり SFRC

舗装におけるひずみの初期値とする．SFRC 舗装後の荷

重 50kN 載荷時の初期ひずみは-257×10
-6
であり，等価

走行回数 3,544 回後のひずみは-246×10
-6
である．荷重

150kN で等価走行回数 146.287×106 回させた時のひずみ

は-629×10-6 であり，輪荷重が繰り返し走行することに

より U リブのひずみは圧縮領域側に増加している．

６．まとめ

(1)鋼床版デッキプレート上面に接着剤を塗布し，本提

案する普通セメントに低収縮型早強性混和材および

鋼繊維を配合した SFRC 舗装は耐疲労性が大幅に向

上する結果となった．

(2)輪荷重走行疲労実験におけるひずみと等価走行回数

の関係においてもひずみの増加が抑制されたことか

ら耐疲労性が向上する結果が得られた．
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